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平成31年度 支部保険者機能強化予算について 

１．平成31年度 支部保険者機能強化予算の概要 

 医療費適正化等の保険者機能を発揮するべきとの運営委員会や支部評議会でのご意見も踏まえ、平成31年度から
支部の予算について、新たな予算体系へと変更することとした。具体的には、「支部保険者機能強化予算」として、予
算の枠組みとしては一本化するなど支部が扱いやすいものとした上で、支部の創意工夫を可能な限り活かしながら、
協会の将来的な医療費の節減につなげていくことを目的に、支部の予算額についても拡充している。 

 この31年度支部保険者機能強化予算を活用した各支部の取組の全体像については、下表のとおり。 

 支部医療費適正化等予算の関係では、全支部の取組件数が約390件。それらの取組の現時点における所要額は、
約7.3億円の見込み。 

 支部保健事業予算の関係では、全支部の取組件数が約1,300件。それらの取組の現時点における所要額は、約
37.2億円の見込み。 

分野 区分 主な取組内容

企画部門関係
○ジェネリック医薬品の使用促進（47件）
○適正受診対策（11件）
○医療費分析（10件）

112 件 42 支部 2.2 億円

業務部門関係

○制度周知等広報物作成（25件）
○各種勧奨業務委託（4件）
○セミナーや研修会の開催（12件）
○柔整療養費適正化（2件）
○架電業務（証回収・返納金納付督促）のアウトソース（7件）
○弁護士（債権回収・第三者行為届の届出）委託（2件）
○内容点検の外部委託（1件）

53 件 32 支部 0.4 億円

【支部医療費適正化等予算関係】

取組件数 支部数 所要見込額

医療費適正化対策



分野 区分 主な取組内容

紙媒体による広報 ○納入告知書に同封するチラシ、各種パンフレットやポスターなど（47件） 47 件 47 支部 2.2 億円

その他の広報

○新聞及び地方広報誌を活用した広報（29件）
○関係団体と連携した地域医療構想に関する啓発広報及び周知アンケート（1件）
　※アンケート結果を地域医療構想調整会議への提供や意見発信に活用する
○地方自治体、商工会議所と連携した広報（15件）

180 件 44 支部 2.5 億円

7.3 億円

取組件数 支部数 所要見込額

広報・意見発信

支部医療費適正化等予算　　合計

分野 区分 主な取組内容

集団健診
○ショッピングセンターにおける集団健診の実施（15支部）
○オプション付き（骨密度測定等）集団健診の実施（25支部）
○生活習慣病予防健診の集団健診（7支部）

79 件 47 支部 6.3 億円

事業者健診の
結果データの取得

○外部委託による事業所への事業者健診データ提出勧奨（35支部）
○事業者健診結果（紙媒体）のデータ入力委託（31支部）

69 件 45 支部 5.4 億円

健診推進経費
（健診機関、業界団体、商工会議所等を対象として、健診の実施率向上や
事業所健診データの早期提供等を図る取組に対して目標を達成した場合に
支払う報奨金）

43 件 43 支部 3.8 億円

健診受診
勧奨等経費

○事業所への電話による勧奨（新規適用事業所、健診未実施事業所）（10支部）
○事業所を経由せず直接、被保険者に対する生活習慣病予防健診勧奨の
　 実施（11支部）
○被扶養者の直近数年間の健診受診状況・健診結果等、個別の状況に応じた
　 勧奨の実施（6支部）

214 件 47 支部 6.9 億円

76 件 42 支部 0.3 億円

取組件数 支部数 所要見込額

健診関連経費

その他

【支部保健事業予算関係】



44.5 億円支部保険者機能強化予算　　合計

分野 区分 主な取組内容

保健指導
利用勧奨経費

○公民館等を利用した特定保健指導の実施（8支部）
○健診実施時における健康相談（1支部）
○来所型特定保健指導（3支部）
○商業施設での集団保健指導（健診結果説明会及びフォローアップ教室）
　 （1支部）

80 件 43 支部 1.9 億円

334 件 47 支部 1.9 億円

未治療者
受診勧奨

○本部勧奨後、支部単独による電話や文書での勧奨　（19支部）
○本部勧奨後、委託業者による電話や文書での勧奨（13支部）
○本部勧奨後、支部と委託業者両者による電話や文書での勧奨（14支部）

45 件 44 支部 2.3 億円

重症化予防対策

○地域医師会や薬剤師会との連携による重症化プログラムの実施(14支部）
○医療機関と連携した支部保健師による生活改善サポート（5支部）
○かかりつけ医との連携による糖尿病治療中または中断者に対する専門機関
 　での保健指導の実施（1支部）

49 件 46 支部 2.5 億円

コラボヘルス事業

○健康経営の普及のための運送業界等との連携による業界に特化した広報紙
 　の作成・配布（1支部）
○健康経営セミナーの開催（19支部）
○健康宣言事業所の普及・促進のための事例集の作成（9支部）

121 件 46 支部 2.3 億円

情報提供ツール ○事業所健康度診断（事業所カルテ）等の作成・提供（11支部） 21 件 19 支部 0.6 億円

その他の保健事業

○禁煙に関する啓発や喫煙者へのアプローチ（11支部）
○歯科健診や歯と生活習慣病予防に関する広報・啓発（18支部）
○関係団体との連携等による健康イベントの開催（16支部）
○学術研究機関（大学）等と共同研究事業（3支部）

140 件 44 支部 2.9 億円

27 件 27 支部 0.1 億円

37.2 億円

保健指導関連経費

取組件数 支部数 所要見込額

その他

重症化予防事業

その他
（コラボヘルス等）

その他

支部保健事業予算　　合計



山形 

件名 湿布・軟膏の減量キャンペーン 

概要 
 貼り薬・塗り薬を中心にドラッグストア等で販売されている市販薬への切り替えを促す。セルフメディケーション税制による優遇
措置が取られていることを周知し、スイッチOTC医薬品への切り替えを促進することにより、医療費の抑制及びジェネリック医薬
品使用割合の向上を目的とする。 

千葉 

件名 ジェネリック医薬品の使用促進に向けた電車広告の実施 

概要 
 多くの人が利用するＪＲ線の車内に千葉県や健保連との連名による広告を行い、ジェネリック医薬品の使用状況や安全性
等を周知することにより、使用促進を図る。また、実施することで、ジェネリック医薬品の切り替え率の向上を図る。 

岐阜 

件名 SNSを利用した多国語広報 

概要 

 外国人利用者の多いFacebookを利用し、従来アプローチできなかった層への複数の言語による制度案内や各種広報を
行うことにより、外国人加入者へのサービス向上を図るほか、ジェネリック医薬品の利用率向上や限度額適用認定証の利用
率向上、特定健診受診率の向上等を図る。 

奈良 

件名 
市町村及び地区薬剤師会と連携した残薬調整運動の実施市町村及び地区薬剤師会と連携した残薬調整運動の
実施 

概要 

 市町村及び地区薬剤師会と連携して、薬局に残薬発生防止及びかかりつけ薬局等に関する啓発用ポスター
を掲示するとともに、薬局窓口で節薬袋を配布して、飲み残しの薬がある場合は薬剤師に相談するよう周知
することで、残薬発生防止による調剤医療費の適正化等を図る。 

大阪 

件名 被保険者個人宛勧奨による生活習慣病予防健診（集団健診）の実施 

概要 
 小規模事業所においては、健診案内を協会が送付しても本人に周知されていない場合が多いため、従業員個人宛に生活
習慣病予防健診（集団健診）を案内することで、受診者の掘り起しを図る。 

香川 

件名 「健康で show do 島」 -  団・地（工業団地・地域活性）まるごと健康経営 

概要 
 工業団地、業種団体等にはたらきかけ、複数の事業所をまとめて健康経営を支援する。従来にない事業所間の連帯感を
醸成することで、ヘルスリテラシーも向上させる。 

高知 

件名 医師会等との連名による健康保険証適正使用推進にかかる医療機関等掲示用ポスターの作成 

概要 
 行政（高知県）や関係団体（医師会、歯科医師会、薬剤師会、支払基金）との連携による保険証の適正使用推進
にかかるポスターを医療機関等に送付し周知することにより、資格喪失後受診に伴う返納金の発生を抑制する。 

２．平成31年度に実施する支部保険者機能強化予算における取組例 



平成31年度 神奈川支部保険者機能強化予算 



支部保険者機能強化予算の概要 

≪平成30年度までの支部の予算の概要≫ 

 協会の予算（業務経費等の事務費）は、ジェネリック医薬品の軽減額通知や健診費用の補助等の費用に充てる本部で扱う予算
のほか、支部で扱う予算がある。この支部で扱う予算については、以下の３つに大別できる。 

① 審査医師への謝金や支部事務室賃料など、支部の基本的な業務運営に必要な予算（基礎的業務関係予算） 
② 医療費適正化対策や広報・意見発信など、地域の実情等を踏まえた取組を推進するために必要な予算（特別計上関係

予算） 
③ 受診勧奨対策や重症化予防対策など、保健事業における重点的な取組を推進するために必要な予算（保健事業予算） 

 このうち、②の特別計上関係予算については、支部の裁量により予算を増額することもできたが、予算枠を超えた分については、支部
保険料率（都道府県単位保険料率）に直接的に反映させる仕組みとしていた。 

 

≪問題点≫ 

 ②の特別計上関係予算については、協会発足時に策定された仕組みであるが、現在の協会の基本方針である医療費適正化等の
保険者機能の推進に積極的な支部ほど支部保険料率が上昇するリスクがあり、各種取組に消極的にならざるを得ない部分もあった。 

 ③の保健事業予算については、措置対象が年々追加され、予算の枠組みについても分野毎に分かれているなど、本部・支部ともに
事務処理が煩雑となっていた。 

 

≪平成31年度からの支部の予算体系≫ 

 医療費適正化等の保険者機能を発揮するべきとの支部評議会でのご意見も踏まえ、平成31年度から支部の予算について、 
新たな予算体系へと変更する。 

 平成31年度からは、特別計上関係予算については廃止し、①基礎的業務関係予算、②支部医療費適正化等予算、③支部保
健事業予算の予算体系へと変更する。 

 このうち、②及び③の予算については、「支部保険者機能強化予算」として、予算の枠組みとしては一本化するなど支部が扱いやす
いものとした上で、協会の将来的な医療費の節減につなげていくことを目的に、支部の予算額についても拡充する。 

 



予算区分 分野（経費名） 経費の主な内容 予算枠 予算枠の算出基準

医療費適正化対策
●支部独自の医療費適正化対策としての事業を実施する
ための経費

広報・意見発信

●地方自治体や関係団体との連携を強化するための経費
●定期的に全事業所、任意継続被保険者宛に送付するチ
ラシ等の印刷及び業務用のリーフレット等の作成に関する
経費

健診関連
●治療中の者の検査結果情報提供料
●事業者健診ＨｂＡ１ｃ追加検査費

保健指導委託
●保健指導機関委託費
●中間評価時の血液検査費

健診及び保健指導に係る事
務

●健診予定者名簿送料
●健診実施機関実地指導旅費
●医師謝金
●保健指導事務経費（データ等送料、パンフレット等作成、
事務用品、図書等）
●公民館における特定保健指導
●集団健診
●事業者健診結果の取得
●健診推進経費
●健診受診勧奨等経費
●保健指導利用勧奨経費

その他の保健事業

●保健事業アドバイザー経費
●保健師募集広告経費
●コラボヘルス事業
●情報提供ツール
●未治療者受診勧奨
●重症化予防事業
●その他の保健事業

「支部保険者機能強化予算」の取扱いについて

　「支部保険者機能強化予算」は事業内容により、「支部医療費適正化等予算」と「支部保健事業予算」に二分され、それぞれの予算
額が決まっています。

神
奈
川
支
部
　
支
部
保
険
者
機
能
強
化
予
算

①支部医療費適正化
等予算

②支部保健事業予算



①支部医療費適正化等予算　医療費適正化対策経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）

1
ジェネリック医薬品
の使用促進

若年層に対するジェネリック医薬品
軽減額通知および広報

先発医薬品を使用している0～12歳の者の保護者（被
保険者）に対し、ジェネリック医薬品に切り替えた際の
軽減額を通知するとともに、ジェネリック医薬品のメ
リットにポイントをおいた広報を実施する。

○リーフレットデザイン、
印刷費
○データ作成・通知作成
等委託費

2
限度額適用認定
証の利用促進

限度額適用認定証の利用促進（医
療機関向け）

神奈川県内の医療機関へ限度額適用認定証の周知
ポスターを送付し利用促進を図る。

○ポスター、送付用封筒
作成費

3
限度額適用認定
証の利用促進

限度額適用認定証の利用促進（加
入者向け）

神奈川支部の事業所（被保険者50人以上）へ、限度
額適用認定証の利用促進に特化したパンフレットを送
付し利用促進を図る。（開封し読んでいただけるように
封筒とパンフレットのデザインを工夫したものにす
る。）

○ポスター、送付用封筒
作成費

4

返納金債権の発
生防止のための保
険証回収強化、債
権回収業務の推
進

保険の使用期限及び保険証回収に
係る周知

保険の使用期限や退職後の保険証返戻の徹底につ
いて、返納金発生割合や保険証未返納率の高い事業
所あてにポスターやパンフレットを作成のうえ配付す
ることにより、事業主や従業員に対して周知を図る。

○ポスター、送付用封筒
作成費

平成31年度 神奈川支部保険者機能強化予算 計画一覧



①支部医療費適正化等予算　広報・意見発信経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）

1

広報活動や健康
保険委員を通じた
加入者等の理解
促進

事業所向け納入告知書同封チラシ
の作成および配布

事業所に対して、協会けんぽの事業運営、法律改
正、手続き案内等の情報発信を行う。

○チラシ作成費

2

広報活動や健康
保険委員を通じた
加入者等の理解
促進

健康保険マニュアルシートの作成お
よび配布

新規適用事業所に健康保険給付の内容が掲載され
たシートを配布することにより、制度を周知し、申請漏
れや申請書の記載誤りを防止する。

○リーフレット作成費

3
インセンティブ制度
の周知

インセンティブ制度に関する新聞折
り込みチラシ

戸別に配達される新聞にチラシを折り込み、中高年齢
層の加入者をターゲットにインセンティブ制度の概要
と、加入者自身の行動が大切であることについて周知
および啓発を行う。

○チラシ作成費
○折込委託費

4
ジェネリック医薬品
の使用促進

フリーペーパーを活用したジェネリッ
ク医薬品使用の啓発

インセンティブ制度の指標のうち、神奈川支部の状況
として、特定健診の受診率およびジェネリック医薬品
の使用割合が低迷している。読者層が女性の割合が
高いと考えられるフリーペーパーに記事を掲載するこ
とで、女性の加入者をターゲットにインセンティブ制度
の概要と、加入者自身の行動が大切であることにつ
いて周知および啓発を行う。

○記事掲載（ペーパー）委
託費
○記事掲載（Web）委託費

平成31年度 神奈川支部保険者機能強化予算 計画一覧



①支部医療費適正化等予算　広報・意見発信経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）
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5
ジェネリック医薬品
の使用促進

ラジオ局でのスポットCMによるジェ
ネリック医薬品の使用促進

インセンティブ制度の指標のうち、神奈川支部の状況
として、ジェネリック医薬品の使用割合が低迷してい
る。幅広い層の聴取が見込めるラジオ放送でスポット
CMを流すことにより、ジェネリック医薬品の使用の周
知および啓発をおこなう。

○CM製作委託費
○CM放送委託費



②支部保健事業予算　健診及び保健指導に係る事務経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）

1
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

特定健診未受診被扶養者への無
料集団健診

当該年度を含め過去２年間未受診者に対し集団健診
を案内する。

○チラシ、はがき作成費
○案内委託費
○会場借料

2
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

事業者健診結果データ取得に係る
業務委託

生活習慣病予防健診未受診事業所へ電話・訪問等に
より勧奨する。

○同意書取得委託費
○データ取得委託費

3
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

労働局との連名文書による事業者
健診データの提供勧奨

労働局との連名文書により事業者健診データ提供を
勧奨する。

○文書印刷費

4
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

新規適用事業所への健診勧奨業
務

新規適用事業所へ文書および電話による生活習慣病
予防健診等の受診勧奨を行う。

○文書印刷費
○勧奨委託費

平成31年度 神奈川支部保険者機能強化予算 計画一覧



②支部保健事業予算　健診及び保健指導に係る事務経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）
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5
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

新規加入被扶養者および任意継続
被扶養者への特定健診勧奨業務

新規加入被扶養者と任意継続被扶養者に特定健診
受診券を送付し受診勧奨する。

○文書等印刷費
○勧奨委託費

6
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

任意継続被保険者への生活習慣
病予防健診勧奨業務

任意継続被保険者へ健診の勧奨を行う。
○文書等印刷費
○勧奨委託費

7

・特定健診受診
率・事業者健診
データ取得率の向
上
・特定保健指導の
実施率の向上

健診・保健指導推進のためのリーフ
レット作成

事業所や加入者等に健診および保健指導について勧
奨や周知に使用するリーフレットを作成する。

○リーフレット作成費

8
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

生活習慣病予防健診に関するアン
ケートの実施について（事業所宛）

受診者数向上など、保健事業の効率的・効果的実施
のため、事業所へ生活習慣病予防健診等に係る意識
調査アンケートを実施する。

○回答用紙等作成費
○アンケート実施委託費



②支部保健事業予算　健診及び保健指導に係る事務経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）

平成31年度 神奈川支部保険者機能強化予算 計画一覧

9
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

生活習慣病予防健診予約状況照
会サービスの提供

協会支部ホームページから、各健診機関における健
診予約状況を照会できるページへリンクさせる。

○ページ作成、運営委託
費

10
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

情報提供サービス利用促進に関す
る広報

情報提供サービス（opti）を経由した生活習慣病予防
健診申込の広報を行う。

○チラシ印刷費
○勧奨委託費

11
特定健診受診率・
事業者健診データ
取得率の向上

特定健診とがん検診との同時実施
に係る受診勧奨

自治体の集団検診やがん検診との同時実施を進め、
加入者に利便性を高める。

○文書等印刷費
○勧奨委託費

12
特定保健指導の
実施率の向上

特定保健指導対象者が少ない事業
所への保健指導勧奨業務（会場来
所方式）

案内から会場来所方式による特定保健指導まで委託
する。

○チラシ作成費
○案内委託費
○会場借料



②支部保健事業予算　その他の保健事業経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）

1
健康経営（コラボ
ヘルス）の推進

健康経営（健康企業宣言）にかかる
事業

「かながわ健康企業宣言」の申請を勧奨する。宣言し
た事業所は「エントリーシート」を活用し、健康づくりを
実践する。その際、健康づくり事業をサポートする。ま
た好事例集を作成する。

○案内パンフレット等作成
費
○講師謝金

2
健康経営（コラボ
ヘルス）の推進

健康づくりイベントへの出展
自治体やほかの団体との連携を強化するとともに、保
健事業についての啓発を行う。

○案内委託費
○出展料

3
重症化予防対策
の推進

未治療者に対する受診勧奨業務
健診結果で要治療と判定されながら医療機関に受診
していない者に対して受診勧奨を行う。

○電話勧奨等委託費

4
重症化予防対策
の推進

糖尿病性腎症患者の重症化予防
指導業務委託

生活習慣病予防健診の結果から糖尿病性腎症の重
症化予防が必要と思われる被保険者に対する保健指
導を委託により実施する。

○文書作成費
○案内委託費
○会場借料

平成31年度 神奈川支部保険者機能強化予算 計画一覧



②支部保健事業予算　その他の保健事業経費

項番 事業計画 事業名 事業概要 主な経費等
経費見込額

（合計）
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5
特定保健指導の
実施率の向上

セミナー形式による特定保健指導
特定保健指導の初回面接を運動実技など集客力の
あるセミナー形式で実施する。

○案内委託費
○会場借料
○賃金

6

データ分析に基づ
いた第2期保健事
業実施計画（デー
タヘルス計画）の
着実かつ効果的、
効率的な実施

歯周病と治療費にかかる調査分析
事業

循環器系の医療費が高い横浜市鶴見区・川崎市川崎
区の事業所や加入者に対し、問診およびぺリオスク
リーンによる簡易歯科検診を実施し、歯周病と循環器
疾患の関連を考察する。

○実施委託費
○消耗品費


